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名
誉
市
民
で
観
世
流
能
楽
師
と
し

て
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の

栄
誉
を
受
け
た
故
・
青
木
祥
二
郎
氏
。

　
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
明
科
で
、
今

年
も
信
州
安
曇
野
薪
能
を
開
催
し
ま

す
。
今
年
の
演
目
は
、
能
楽
「
羽
衣
」

と
「
大
会
」
、
狂
言
「
水
掛
聟
」
な

ど
で
す
。

■
日
時
　
８
月
１８
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
４
時
３０
分
開
場

　
　
　
　
午
後
５
時
２０
分
開
演

し
ょ
う
じ

ろ
う

は
ご
ろ
も

だ
い
　
え

み
ず
か
け
む
こ

FAX

わ

ご
う

の

ま
い

か
よ
い
こ
ま
ち
　
　
あ
ま

よ

の

で
ん

■
場
所
　
明
科
龍
門
渕
公
園
　
特
設

　
能
舞
台
（
雨
天
の
場
合
明
科
体
育
館
）

■
演
目

能
　
羽
衣
　
和
合
之
舞

　
　
青
木
道
喜
、
宝
生
欣
哉

狂
言
　
水
掛
聟

　
　
茂
山
七
五
三
、
茂
山
正
邦
、

 
 

茂
山
宗
彦

舞
囃
子
　
通
小
町
 

雨
夜
之
伝

　
　
片
山
九
郎
右
衛
門（
人
間
国
宝
）

能
　
大
会

 
 

片
山
清
司
、
宝
生
欣
哉
、

 
 

茂
山
七
五
三

■
入
場
料

　
一
般
　
前
売
り
　
３
、０
０
０
円

　
　
　
　
当
日
　
　
３
、５
０
０
円

　
学
生（
大
学
生
等
）１
、０
０
０
円

　
　
　（
高
校
生
以
下
）
５
０
０
円

　
　
　
　
　
※
前
売
り
、
当
日
共
通

■
入
場
券
取
り
扱
い
所

　
安
曇
野
市
公
民
館
各
分
館
、
平
安

　
堂
あ
づ
み
野
店
、
市
民
タ
イ
ム
ス

　
安
曇
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

　
ン
タ
ー
、
明
金
堂
書
店
、
豊
科
サ

　
テ
ィ
ほ
か

■
そ
の
他
　
軽
食
・
飲
み
物
の
販
売

　
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
次
の
と
お
り

　
送
迎
無
料
バ
ス
が
出
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
豊
科
駅
　
午
後
２
時
４０
分
発

　
Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
 

午
後
３
時
発

■
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　（
℡
６２
・４
５
６
５
・
　
６２
・３
５
２
５
）

　
身
近
な
不
思
議
を
体
験
で
き
る
移

動
科
学
館
が
や
っ
て
き
ま
す
。
遊
び

な
が
ら
、
学
び
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
科
学
の
芽
を
育
て
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
２８
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

　
ツ
施
設
体
育
館

■
対
象
　
小
学
生
、
幼
児
（
親
子
で

　
の
参
加
も
可
）

■
参
加
料
　
無
料（
一
部
の
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
の
み
先
着
順
で
２
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
子
ど

　
も
支
援
係
　
（
℡
６２
・
４
５
６
５
）

　
東
京
芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る
管

楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
今
年
は
ボ
ヘ
ミ
ア
と
チ
ロ
ル

の
音
楽
特
集
を
加
え
た
信
州
の
夏
に

ぴ
っ
た
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■
日
時
　
８
月
２
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
堂

■
入
場
料
　
無
料

※
当
日
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

　
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交

　
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
穂
高

　
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
５
９
７
０
）

体
験
し
て
み
よ
う
、
発
見
し
て
み
よ
う

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

イ
ン
・
あ
づ
み
の

夏の夜のひととき、
かがり火が幽玄の世界を照らし出します
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①駿河国三保の松原に住む漁師白龍
が、釣から帰ってくると、

②音楽が聞こえ、いい匂いがしてき
ます。

③見まわすと、一本の松に美しい衣
が掛かっており、

④白龍は、家宝にしようと思い、衣
を取ります。

⑤すると、一人の女が呼びとめ、衣
を返してほしいと頼みます。

⑥聞けば、女は天人で、衣は天の羽
衣だと言い、

⑦白龍は、そんな珍しいものであること
を喜び、ますます返そうとしません。

⑧天人は、羽衣がなくては天に帰れ
ないと悲しみ、

⑨あまりの哀れさに、白龍は、衣を返
すかわりに、舞を見せてほしいと頼み、

⑩天人は喜んで承知し、羽衣をまとい、 ⑪月世界の天人の生活の面白さや、
三保の松原の景色を讃え、

⑫駿河舞をまいながら、天へと帰っ
て行きます。

絵と文　渡辺睦子　（『マンガ能百番』平凡社刊より）

第17回  

信州安曇野
薪能

能「羽衣」はどんな話？
春うららかな陽ざしのもと、白砂青松のどかな浦では、

天神が、楽しげに、昼下がりの一時を、過ごしておった。

東
京
藝
術
大
学
生
に
よ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

夏
の
夜
の

夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト

する が

あま

はく  しゃ  せい しょう


